
学校支援ボランティア養成講座学校支援ボランティア養成講座

主催

お問合せ

青森公立大学 https://www.nebuta.ac.jp/

青森公立大学地域連携センター TEL.017-764-1589（平日8：30～17：00）
青森公立大学
公開講座

公益財団法人青森学術文化振興財団助成事業

〈各回２単位〉

青森公立大学 公開講座

青森公立大学公開講座2025青森公立大学公開講座2025

学校支援ボランティア養成講座
　近年、学校と地域が連携する機会が増えてきました。その中で、コミュニティ・スクールや地域学校協働活動とい
う言葉を耳にすることもあるのではないでしょうか。これらの活動では、学校支援ボランティアの力が必要となりま
す。でも、興味はあるけどきっかけが無い、どんな活動をしているのか分からないという不安もあるかと思います。
　本講座では、講義に加え、受講者が共に学び合うことを通して、学校支援ボランティアへの理解を深める一助とし
ていきます。

※ 全４回を通して学びを深める内容となっているため、可能な限り連続して受講することをお勧めします。※ 全４回を通して学びを深める内容となっているため、可能な限り連続して受講することをお勧めします。

講師　青森公立大学　准教授　西村　吉弘
学校と地域の連携・協働 －生涯学習政策の動向を考える。

５月17日㈯ 会場　リンクステーションホール青森 ４階 小会議室⑴第１回第１回

講師　柴田学園大学　講師　西村　彩恵 氏

子ども家庭福祉の現状と課題
　－学校教育と社会福祉の両面から、学校支援ボランティアの役割を検討する。

５月24日㈯ 会場　リンクステーションホール青森 ４階 小会議室⑴第２回第２回

講師　栃木県立栃木商業高等学校　教諭　須藤　咲紀 氏

ボランティア活動とコーディネートの在り方
　－子どもに関わるボランティアの視点から、支援の在り方を検討する。

６月14日㈯ 会場　リンクステーションホール青森 3階 小会議室⑷第３回第３回

講師　青森公立大学　准教授　西村　吉弘 ・柴田学園大学　講師　西村　彩恵 氏

ふり返り（省察）に関する学び
　－リフレクションについて学び、それを踏まえ講義全体のまとめをする。

６月21日㈯ 会場　リンクステーションホール青森 3階 小会議室⑷第４回第４回

時間

会場

対象

定員

申込方法　申込
締切日

13：30～15：30（開場13：15）
　リンクステーションホール青森
（青森市堤町1－4－1）

高校生以上

裏面をご覧ください

無料

30名（先着順）
※定員に達し次第、締め切ります

５月15日㈭
受講料



メール

青森公立大学公開講座 2025 学校支援ボランティア養成講座

kouza2025＠mat.nebuta.ac.jp

申込フォームに必要事項を入力し、お申し込みください。
または、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を、
５月15日（木）までにメールまたは電話でお知らせください。

※件名に「学校支援ボランティア養成講座」と入力して送信してください。

※先着順とし、定員に達し次第、締め切ります。
※お申込みいただいた個人情報は、今回の公開講座に関する目的以外での使用並びに第三者への提供は行いません。

〈申込方法〉

電　話 017－764－1589 青森公立大学地域連携センター
（平日8：30～17：00）

メール

青森公立大学公開講座 2025 学校支援ボランティア養成講座

kouza2025＠mat.nebuta.ac.jp

申込フォームに必要事項を入力し、お申し込みください。
または、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を、
５月15日（木）までにメールまたは電話でお知らせください。

※件名に「学校支援ボランティア養成講座」と入力して送信してください。

※先着順とし、定員に達し次第、締め切ります。
※お申込みいただいた個人情報は、今回の公開講座に関する目的以外での使用並びに第三者への提供は行いません。

〈申込方法〉

電　話 017－764－1589 青森公立大学地域連携センター
（平日8：30～17：00）

ふり返り（省察）に関する学び
－リフレクションについて学び、それを踏まえ講義全体のまとめをする。

ボランティア活動とコーディネートの在り方 
－子どもに関わるボランティアの視点から、支援の在り方を検討する。

第１回

第２回

第３回

第４回

学校と地域の連携・協働 
－生涯学習政策の動向を考える。

子ども家庭福祉の現状と課題 
－学校教育と社会福祉の両面から、学校支援ボランティアの役割を検討する。

　学校と地域が繋がるとは、どのような仕組みで成り立っているの
か検討します。そして、様々な学校支援ボランティアの種類や活動
内容、近年の特徴についても学んでいきます。後半は、学校支援ボ
ランティアのイメージを出し合うワークを行います。

講師　青森公立大学　准教授　西村　吉弘

講師　柴田学園大学　講師　西村　彩恵 氏

講師　栃木県立栃木商業高等学校　教諭　須藤　咲紀 氏

講師　青森公立大学　准教授　西村　吉弘 ・ 柴田学園大学　講師　西村　彩恵 氏

　児童生徒への支援の在り方は、近年多様化しています。そのため、
学校教育とともに社会福祉の分野も検討し、様々な角度から学校支
援や子どもの支援を考えます。このような包括的な視点から学ぶこ
とで、学校支援ボランティアの役割を検討します。

　ボランティア活動の実態や内容について、講師自ら関わってきた
活動内容を踏まえ、事例紹介をします。具体的な事項から、支援の
方策を検討します。また、学校と地域の両方の視点から、コーディ
ネートの重要性について理解を深めます。

　前回までの内容を整理し、省察の概念を学びます。そして、グルー
プワークを通して、自己理解や他者理解を深め、学校支援ボランティ
アへの関心を高めます。また、省察は様々な場面で応用できるため、
各自の力量形成に繋がるようなまとめをします。

５月17日 土

５月24日 土

６月14日 土

６月21日 土

申込フォーム

URL：
https://forms.gle/
qQQyVEiNNKdLvgzM6

※状況により内容が変更・中止となる場合があります。本学ホームページでお知らせします。
※全４回を通して学びを深める内容となっているため、可能な限り連続して受講することをお勧めします。


